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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡易な操作で熱湯に浸した茶葉などの被抽出物
と熱湯とを離して、該被抽出物の抽出された成分の濃度
を制御できる簡易な構造を具え、製造コストの低い茶漉
しを提供する。
【解決手段】収納部２１と、浮力構造部２２と、少なく
とも１以上の磁石２３、２４とを具え、かつ外部容器１
０に装着する容器本体２０と、及び容器本体２０の磁石
２３、２４に対応して引き合うか、もしくは反発する作
用を有する磁石３１を具える作用部材３０と、を含んで
なる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　収納部と、浮力構造部と、少なくとも１以上の磁石とを具え、かつ外部容器に装着する
容器本体と、
　該容器本体の該磁石に対応して引き合うか、もしくは反発する作用を有する磁石を具え
る作用部材と、を含んでなることを特徴とする茶漉し。
【請求項２】
　前記浮力構造部が該容器本体の底面に形成され、該底面の中央が隆起し、かつ内壁に向
かって周囲が窪んで形成されることを特徴とする請求項１に記載の茶漉し。
【請求項３】
　前記容器本体の周壁に複数の孔部を穿設し、該収納部が該孔部を介して外部に連通する
ことを特徴とする請求項１に記載の茶漉し。
【請求項４】
　前記容器本体の中心に、上方か下方に延伸する支柱を設け、且つ該支柱の一端に該磁石
を設けることを特徴とする請求項１に記載の茶漉し。
【請求項５】
前記作用部材が、形状記憶特性を有する弾性材料であることを特徴とする請求項１に記載
の茶漉し。
【請求項６】
　前記作用部材に、該容器本体と該外部容器の上端と、該外部容器の下端縁部とを嵌挿す
る複数の環状溝を形成することを特徴とする請求項１に記載の茶漉し。
【請求項７】
前記作用部材に複数の突起部を形成することを特徴とする請求項１に記載の茶漉し。
【請求項８】
前記作用部材につまみ部を形成することを特徴とする請求項１に記載の茶漉し。
【請求項９】
前記容器本体の浮力構造部に位置制限部を形成し、かつ該位置制限部によって位置が該容
器本体の底面側に制限される二つの球体を設けて浮力を発生させることを特徴とする請求
項１に記載の茶漉し。
【請求項１０】
前記容器本体の浮力構造部が、該容器本体に形成したチャンバーであることを特徴とする
請求項１に記載の茶漉し。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この考案は、茶葉などの被抽出物の成分を抽出するための茶漉しに関する。
【背景技術】
【０００２】
都市の繁栄に伴い、近年になってコーヒーを提供するチェーン店が急増している。同僚、
友人が集まりコーヒー、茶を飲むことによって人と人との距離を縮める。コーヒー、茶な
どを淹れるために必要とする器具は多くを必要とせず、入れるための時間も短い。よって
、経済的、迅速、便利といった有利な要素を具え、大衆に広く受け入れられている。
【０００３】
一般に、茶を淹れる器具は、先に茶葉を湯呑の開口部に装着した茶漉しに入れ、さらに熱
湯を注いで、茶葉を熱湯に浸透させる。茶の濃さは茶葉の熱湯に浸す時間によって決まる
。茶葉を継続して熱湯に浸せば、時間の経過とともに茶も濃くなり、苦味、渋みが増して
味に影響を与える。よって、最適の茶葉を浸す時間において茶葉を茶漉しとともに取り出
して茶葉が継続して熱湯に浸されることがないようにしなければならない。このようにし
てこそ、茶葉を浸す時間が長すぎて茶が度を越えて濃くなることを防ぐ。このため、茶葉
を熱湯に浸した後、茶葉と茶を分離させる構造を有する茶漉しが開発され市販されている
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。但し、係る茶漉しは構造が複雑で、使用上却って不便である。
【０００４】
台湾実用新案Ｍ３９７２１３号公報には、フロート式の茶漉しが開示される。該フロート
式の茶漉しは、茶葉と茶とを分離させることができるが、但し操作する場合、手で湯呑を
持ち、該湯呑を倒立させることによって上フィルター板と下フィルター板咎自力で互いに
引き合って茶葉と茶とを分離させるものであって、操作が面倒で不便であり、この点が欠
点といえる。
【０００５】
また、台湾実用新案Ｍ４５１０６５号公報には茶漉し器が開示される。
該茶漉し器も同様に茶葉と茶とを分離させることができるが、但し操作する場合、手で制
御部材を湯呑の外周面に沿って上下方向に押し動かさすことによって、フィルターを湯呑
内において上方に移動させ、湯呑の内容液の水面から例えば茶葉などの被抽出物を離すも
のであって操作が面倒で不便であり、この点が欠点といえる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
台湾実用新案登録Ｍ３９７２１３号公報
台湾実用新案登録Ｍ４５１０６５号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
この考案は、簡易な操作で熱湯に浸した茶葉などの被抽出物と熱湯とを離して、該被抽出
物の抽出された成分の濃度を制御できる茶漉しを提供することを課題とする。
【０００８】
また、この考案は、簡易な操作で熱湯に浸した茶葉などの被抽出物と熱湯とを離して、該
被抽出物の抽出された成分の濃度を制御できる簡易な構造を具え、製造コストの低い茶漉
しを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで、本考案者は従来の茶漉しに見られる欠点に鑑み鋭意研究を重ねた結果、収納部
と、浮力構造部と、少なくとも１以上の磁石とを具え、かつ外部容器に装着する容器本体
と、及び該容器本体の該磁石に対応して引き合うか、もしくは反発する作用を有する磁石
を具える作用部材と、を含んでなる茶漉しによって課題を解決でできる点に着眼し、係る
知見に基づいて本考案を完成させた。
【００１０】
　以下この考案について説明する。請求項１に記載する茶漉しは、収納部と、浮力構造部
と、少なくとも１以上の磁石とを具え、かつ外部容器に装着する容器本体と、
　該容器本体の該磁石に対応して引き合うか、もしくは反発する作用を有する磁石を具え
る作用部材と、を含んでなる。
【００１１】
　請求項２に記載する茶漉しは、請求項１における浮力構造部が該容器本体の底面に形成
され、該底面の中央が隆起し、かつ内壁に向かって周囲が窪んで形成される。
【００１２】
　請求項３に記載する茶漉しは、請求項１における容器本体の周壁に複数の孔部を穿設し
、該収納部が該孔部を介して外部に連通する。
【００１３】
　請求項４に記載する茶漉しは、請求項１における記容器本体の中心に、上方か下方に延
伸する支柱を設け、且つ該支柱の一端に該磁石を設ける。
【００１４】
　請求項５に記載する茶漉しは、請求項１における作用部材が、形状記憶特性を有する弾
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性材料である。
【００１５】
　請求項６に記載する茶漉しは、請求項１における作用部材に、該容器本体と該外部容器
の上端と、該外部容器の下端縁部とを嵌挿する複数の環状溝を形成する。
【００１６】
　請求項７に記載する茶漉しは、請求項１における記作用部材に複数の突起部を形成する
。
【００１７】
　請求項８に記載する茶漉しは、請求項１における作用部材につまみ部を形成する。
【００１８】
　請求項９に記載する茶漉しは、請求項１における容器本体の浮力構造部に位置制限部を
形成し、かつ該位置制限部によって位置が該容器本体の底面側に制限される二つの球体を
設けて浮力を発生させる。
【００１９】
　請求項１０に記載する茶漉しは、請求項１における容器本体の浮力構造部が、該容器本
体に形成したチャンバーである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】この考案による茶漉しの構造を示した分解図である。
【図２】図１に開示する茶漉しの断面図である。
【図３】図１に開示する茶漉しの他の断面図である。
【図４】この考案による茶漉しの使用態様を示した第１の説明図である。
【図５】この考案による茶漉しの使用態様を示した第２の説明図である。
【図６】この考案による茶漉しの使用態様を示した第３の説明図である。
【図７】この考案による茶漉しの使用態様を示した第４の説明図である。
【図８】この考案による茶漉しの使用態様を示した第５の説明図である。
【図９】この考案による茶漉しの使用態様を示した第６の説明図である。
【図１０】この考案による茶漉しの使用態様を示した第７の説明図である。
【図１１】他の実施の形態による作用部材を示した説明図である。
【図１２】他の実施の形態による茶漉しの使用態様を示した第１の説明図である。
【図１３】他の実施の形態による茶漉しの使用態様を示した第２の説明図である。
【図１４】他の実施の形態による茶漉しの使用態様を示した第３の説明図である。
【図１５】他の実施の形態による茶漉しの使用態様を示した第４の説明図である。
【図１６】その他の実施の形態における容器本体を示した断面図である。
【図１７】別の実施の形態における容器本体を示した断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００２１】
この考案は、簡易な操作で熱湯に浸した茶葉などの被抽出物と熱湯とを離して、該被抽出
物の抽出された成分の濃度を制御できる簡易な構造を具え、製造コストの低い茶漉しを提
供するものであって、収納部と、浮力構造部と、少なくとも１以上の磁石とを具え、かつ
外部容器に装着する容器本体と、及び該容器本体の該磁石に対応して引き合うか、もしく
は反発する作用を有する磁石を具える作用部材と、を含んでなる。係る茶漉しの特徴を説
明するために、具体的な実施例を挙げ、図面を参照にして以下に詳述する。
【実施例】
【００２２】
図１、２、３に開示するように、この考案による茶漉しは、例えば熱湯などの液体を入れ
る外部容器１０に応用するものであって、外部容器１０に着脱自在に装着する容器本体２
０と、作用部材３０とによってなる。
【００２３】
容器本体２０は収納部２１と、浮力構造部２２と、磁石２３、２４とを具え、上面を開口
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とする有底略円筒状容器であって、例えば茶葉などの被抽出物を入れる。実施例において
は、周壁上端に突縁を形成する。浮力構造部２２は容器本体２０の下側に位置する。磁石
２３、２４は容器本体２０の上方と下方に設け、実施例においては、いずれも外方向の面
がＳ極である。
【００２４】
実施例において、容器本体２０の浮力構造部２２は容器本体２０の底面に形成する。即ち
、容器本体２０の底面は、中央が隆起し、かつ内壁に向かって周囲が窪み、浮力発生空間
を形成する。また、容器本体２０の周壁には、複数の孔部２５を穿設する。よって、収納
部２１は孔部２５を介して外部に連通し、外部容器１０に入れた液体が孔部２５から収納
部２１に進入する。
【００２５】
また、実施例においては容器本体２０の中心には上方に延伸し、かつ上端に磁石２３を設
ける上支柱２６と、下方に延伸し、かつ下端に磁石２４を設ける下支柱２７を具える
【００２６】
作用部材３０は磁石３１を具える。実施例において磁石３１は外方向の面がＮ極である。
よって、磁石３１は容器本体２０の磁石２３、２４に対して互いに引き合う作用を有する
。
【００２７】
実施例において、作用部材３０は例えば食品用シリコンなどの形状記憶特性を有する弾性
材料であって、円周に沿った環状溝３２、３３、３４を形成するとともに、複数の突起部
３５を形成し、中心の位置につまみ部３６を形成する。環状溝３２、３３、３４には容器
本体２０の上端の凸縁と、外部容器１０の上端縁部か、外部容器１０の下端縁部が嵌挿す
る。突起部３５は、作用部材３０を裏返した場合に支持脚となる。また、つまみ部３６を
設けることによって作用部材３０を手でつまんで持ちやすくなる。
【００２８】
図３に開示するように、作用部材３０は外径が容器本体２０よりも大きい。よって、蓋と
して使用することができる。この場合、容器本体２０と外部容器１０の上端縁部が環状溝
３２、３３に嵌挿する。このため、容器本体２０と外部容器１０の開口部が汚れることが
ない。同時に、作用部材３０の磁石３１と容器本体２０の上側の磁石２３とが互いに異な
る磁極であるため互いに引き合う。したがって、外部容器１０の上部において作用部材３
０と、容器本体２０と外部容器１０とが連結する。
【００２９】
この考案による茶漉しを使用する場合は、図４に開示するように、作用部材３０のつまみ
部３６を上方に引くと、作用部材３０の周囲は固定されているため、作用部材３０のつま
み部３６が局部的な力を受けて変形し、磁石３１を上方に移動させ、磁石２３に吸引され
る位置から離れる。したがって容器本体２０は自動的に落下し、外部容器１０の下方に至
る。
【００３０】
図５に開示するように、例えば茶葉である被抽出物を外部容器１０内の容器本体２０に入
れる。この場合、作用部材３０は裏返して外部容器１０の下側に置き、コースターとする
。
【００３１】
図６に開示するように、外部容器１０、容器本体２０に熱湯を入れる。この場合、作用部
材３０の磁石３１は外部容器１０の下側に位置する磁石２４に対応する位置に在り、磁石
３１と磁石２４とが異なる磁性であるため互いに引き合う作用が発生する。よって、被抽
出物を入れた容器本体２０は熱湯などの液体を入れた外部容器１０内に継続して位置決め
され、外部容器１０に入れた液体には被抽出物から抽出された成分が混入する。
【００３２】
この場合、作用部材３０は環状溝３４に外部容器１の底面の突縁を嵌挿する。よって、環
状溝３２、３３が汚れることはない。
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【００３３】
図７に開示するように、作用部材３０を外部容器１０の下側から外すと、磁石３１と磁石
２４とが互いに引き合う作用が解除され、容器本体２０は浮力構造部２２によって浮力が
発生し、自動的に上方に移動し、外部容器１０に入れた液体の上に至る。このため、被抽
出物と液体とが自動的に離れ、被抽出物から抽出された成分の濃度を制御する効果が得ら
れる。
【００３４】
図８、９に開示するように、容器本体２０が外部容器１０に入れた液体の上に移動すると
、作用部材３０の環状溝３２に容器本体２０の開口の上端を再度嵌挿することができる。
同時に、作用部材３０の磁石３１と容器本体２０の上方の磁石２３とが異なる磁性のため
に再度互いに引き合い作用部材３０と容器本体２０とが連結する。この状態において作用
部材３０と容器本体２０を外部容器１０から取り出し、裏返して平面に置くことができる
。この場合、外部容器１０と容器本体２０の開口端に手で触れることがないため衛生的で
ある。
【００３５】
図１０に開示するように、作用部材３０と容器本体２０とを外部容器１０から取り出すと
、外部容器１０内の被抽出物の成分が混合した液体を引用することができる。
【００３６】
以上に述べるように、この考案による茶漉しは使用上便利で、製造コストが低く、衛生的
であるという特徴を有する。
【００３７】
図１１に他の実施の形態を開示する。図面の開示によれば、外部容器１０、容器本体２０
の構造は上述する実施の形態と同様である。但し、作用部材３０の磁石３１の磁性をＳ極
とし、かつ下方に延伸する支持柱３７を設け、磁石３１を支持柱３７の一端に設ける。
【００３８】
他の実施の形態による茶漉しを使用する場合は、図１２、１３に開示するように、例えば
茶葉である被抽出物を容器本体２０に入れて、容器２を外部容器１０に装着し、熱湯を外
部容器１０、容器本体２０内に入れる。
【００３９】
図１４に開示するように、容器本体２０は浮力構造部２２に発生する浮力によって自動的
に上昇し、外部容器１０の液体上に至る。
【００４０】
図１５に開示するように、作用部材３０の環状溝３３に外部容器１０の開口端を嵌挿入す
る。この場合、作用部材３０の磁石３１と容器本体２０の磁石２３とが、いずれもＳ極で
あるため、互いに反発する作用が発生し、このため被抽出物を入れた容器本体２０は継続
して外部容器１０の液体中にあって抽出された成分が液体に混入する。
【００４１】
図１６に開示するように、その他の実施の形態として、容器本体２０の浮力構造部２２に
位置制限部２２２を形成し、かつ二つの球体２２１を設けて浮力を発生させてもよい。位
置制限部２２２は容器本体２０の底面に凹状に形成し、球体２２１の位置を容器本体２０
の底面側に制限する。
【００４２】
図１７に開示するように、別の実施の形態として容器本体２０の浮力構造部２２は容器本
体２０に形成したチャンバーによって浮力を発生させてもよい。この場合、チャンバーで
ある浮力構造部２２は容器本体２０の外周面に円周にそって環状に形成する。
【符号の説明】
【００４３】
１０               外部容器
２０               容器本体
２１               収納部



(7) JP 3199670 U 2015.9.3

10

２２               浮力構造部
２２１            球体
２２２            位置制限部
２３               磁石
２４               磁石
２５               孔部
２６               上支柱
２７               下支柱
３０               作用部材
３１               磁石
３２               環状溝
３３               環状溝
３４               環状溝
３５               突起部
３６               つまみ部
３７               支持柱
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【図２】
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【図３】
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【図５】
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【図６】
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【図７】
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【図８】
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【図９】
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【図１０】
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【図１１】
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【図１２】
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【図１３】
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【図１４】
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【図１５】
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